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①　水沼の無敵の「英文解釈」

②　無敵の英文法ファイナル

冬期&直前講習　【クラス授業案内】

～“試験”という名の戦場へ行く君へ～　現在の入試では「読解問題」でどれだけ得点できるかが合否の鍵を握っている。その中でも圧倒的に出題率が高い一
方、抽象的であるが故に諸君を悩ませる「評論文」を中心に、読解力の最終調整を行う。正確に“読む”ことに主眼をおくのは当然であるが、この冬は“読む”＋
読解問題の主流を占める「内容一致問題」「空所補充問題」「パラフレーズ問題」「下線部和訳」を中心とした設問への“アプローチ”の方法を研究する（＝勝利
へのstrategy）。そして、まだまだ偏差値アップのチャンスが残されていることを実感してもらう。きっと、これまでの努力を結実させるために、残された日々で何を
やっていけばいいのかが見えてくるはずである。
　決戦の日が刻一刻と迫りつつある時期の学習を一歩間違えれば、それは即“致命傷”になりかねない。特に、不安や焦りから「○○法」などといった怪しさ抜
群のテクニックに頼ろうとしたり、いい加減な飛ばし読み＝速読とドえらい勘違いをしてしまったりする哀れな者も少なくない。だが、そんな安直な方法で乗り切
れるほど入試は甘くはない。これまでの努力を水の泡にしないためにも、この時期だからこそ、今一度「正統」的な読み方＆解法を徹底的に叩き込み、最終調
整を図ることが大切である。本講義を有効活用し、これまでに培ってきた知識＆読解力に更なる磨きをかけ、試験会場で使い物になる『武器』へとパワーアップ
させよう。英語が合否を大きく左右する現在の入試を鑑みれば、合格のための必聴の講義と言えよう。必ずやこの講義の先に「合格」は見えてくるはず(^_^)v
　離れた２点を結ぶには、言うまでもなく直線で結ぶのが最短である。君達と「合格」を結ぶ最短ルート、それこそが冬期講習「水沼の無敵の英語」シリーズであ
ると確信している。
■本講座の対象レベル■　日東駒専～MARCHレベル志望者（レギュラー授業で【レベル４～９】の受講者中心）
●是非、受講して欲しい方●  ①勘やフィーリングに頼らずに厳密に英文を読む力をつけたい方  ②直前期の学習に向けて、今一度正確な構文把握の方法
を確認したい方  ③MARCHレベルの合格を確実にしたい方  ④夏期講習やレギュラー授業で水沼の英語を受講して自分に合うと思った方  ⑤レギュラー授業
「英文解釈」の受講者  ⑥この１年の学習の締めくくりは水沼の講義でないと寝付きが悪く、いい年明けが迎えられそうもないとか、水沼ファンという変わった方
(たぶんいないと思うけど......(^^;)
★「思い通りに勉強が進まない」「現在の学力が低い」「長文にほとんど手をつけていない」「長文を読み始めてもすぐつかえてしまう」・・・・・そんな悩みを持って
いる受験生は特に必聴!! 現在の学力に関わらず、やる気のある受験生の参加大歓迎!!

～“試験”という名の戦場へ向かう君へ愛をこめて贈る「無敵の英語」最終章～　決戦の時は刻一刻と迫り来ている。
　入試は勝負の世界、言うなれば「食うか、食われるか」というぎりぎりのところでの戦いである。それを我々は最後の瞬間まで忘れてはならない。戦いで勝利を
手中に収めるためには、「敵を知ること」が不可欠である。そしてそれと同じくらい、いやそれ以上に「己を知ること」も怠ってはならないはずだ。「己を知る」＝「弱
点を発見する」こと。直前期にさしかかろうとしている今、自分から弱点を見いだすのは勇気のいることである。だが、敢えてこの時期にそれをすることに重要な
意味があるはずだ。
　入試問題の文法分野においては、選択肢問題、適語補充問題、連立文完成問題といった従来からの出題形式の他、整序英作文（並べ換え）や正誤問題と
いった形式が大学の入試難易度にかかわらず多く出題されている。
　本講座では、多くの受験生が苦手意識を抱いていて得点差が付きやすい分野の文法・語法問題に的を絞り、完全攻略を図る。この４日間徹底して問題と対
峙して、「どこに着目していけばいいのか」を見抜く目を養っていくことは、大きな意味を持つはずである。
　これまでの講義で“分かる”だけでは無意味、“できる”ことが不可欠だということを実感してきた君達が、この冬に“勝てる”英語 へと更なる飛躍を遂げてくれる
ことを切に願っている
　中堅～難関大まで幅広い大学で出題がなされ、なかなか得点しにくいとされる「正誤問題」も多く扱い徹底攻略していく。この設問形式は、正確な文法・構
文・語法の多岐な知識が要求される。よって曖昧な知識では歯が立たないことが多い。その反面「正誤問題」で確実に得点できる力があれば、「選択肢問題」
「空所補充」「連立文完成」など他形式の設問にも着実に対処できることになる。故に試験目前の「集中力」でこの分野の対策を行うことは、これまでの学習の総
決算となり、文法＆語法分野での不動の得点力を築くことになろう。
　この４日間、様々な問題とひたすら対峙し、どういった点が狙われやすいのかを知り、試験会場での着眼点を研究していく。まだまだ英語に不安がある受験
生は言うまでもなく、順調にきている受験生もそれぞれに得る物がある講義となることを約束する。また、入試問題にはちょっとした流行もあるので、最新の入試
問題も織り交ぜながら、今後も出題が予想され、かつ発展性のある問題を中心にテキストは編集してある。
　テキストとこの講義を信頼して完全に自分のモノにすること、それが合格への道標となろう。是非、本講義で合格のための“あと10点”を奪取していこう!!

★絶対出る! 前置詞問題★語法問題の急所（動詞・形容詞・名詞）★英文法・頻出分野徹底攻略★ ・・・など、水沼の的中英語がこの冬、大炸裂!!

講座
案内



③　有名私大の英語 テスト＆ゼミ

④　英文法 頻出問題演習

⑤　基礎英語 読解演習

 ～有名私大レベル～　本講座では、MARCHレベルの有名私大への合格を目指す受験生を対象に読解問題の対策を図る。
　読解問題における出題形式は、「内容一致問題」「空所補充問題」「パラフレーズ問題（下線部置換）」「下線部和訳」など多岐にわたる。
　講義では、テスト＆ゼミ形式での演習を行い、読解力の最終調整を図る。長文総合演習（下線部和訳・空所補充・内容一致など）を通して有名
私大（MARCHレベル）合格のための不動の得点力を築いていこう。
　残り時間はあとわずか。そんな時期だからこそ「正統的」な解法の再確認が重要である。（文章を読むのに特殊な〇〇法なんて不要！）直前期
の集中力をもってすればまだまだ得点力upは可能。ともに冬を闘い志望校合格へ突き進もう。

　本講座では、これから本格的に受験勉強を進めていこうとしている高1・高２生を主な対象とし、「英文法」分野における今後の学習の指針を示
していく。
　「時制」「関係詞」「仮定法」「比較」「準動詞(不定詞・分詞・動名詞)」といった英文法の超頻出分野を中心に扱う予定である。
　現在の大学入試、特に難関上位大学においては読解問題が大きなウェートを占め、その得点が合否の鍵を握っていることは周知の事実であ
る。だが、その読解問題においても、文法・語法力を問うている設問が多く見受けられる。また、上位大学になればなるほど文法・語法分野での
確実な得点は、合格のための最低必要条件であり、それらでの失点は命取りになる。こうした実情を鑑みれば、文法・語法の対策が不可欠であ
ることを再認識する必要がある。
　入試で重要なのは、他の受験生ができる問題で失点をしないこと。まずは「標準レベルの問題で100％正答ができる」受験生になることを目指
してもらいたい。ゆえにこの講座では難問や奇問といった類の問題は一切扱わない。良問の演習を通して必要な知識を確実なものとし、不動の
得点力を築いていく。また、最新の入試傾向も踏まえつつ、頻出出題ポイントに的を絞り、設問形式別（適語選択・空欄補充・誤文訂正など）の
攻略法も伝授する。そして、単なる「文法問題」のみならず、英文解釈上のポイントも視野に入れた講義を展開する。
　諸君も是非この講座で頑張り、夢を現実のものにしていこうではないか。人生にチャンスなんてそうざらにあるものではない。この講義が君に
とって真にチャンスだと思えたなら、私を信頼し最後までやり抜くことである。私と共に、合格の瞬間まで突き進もうではないか。合格伝説の幕開
けである。
※講師オリジナル「英文法ハンドブック」を随時参照しつつ講義を進めていく。
　毎年、多くの受講生から好評を得ているものであるから、今後の学習に際しても是非フル活用して頂きたい。

近年の入試英語の傾向は、文法重視から読解重視へと大きく傾斜してきています。それにもかかわらず英語学習というと、英文法の問題集をひ
たすら繰り返すという生徒さんもまだまだ多く見られるのが現状です。それは真の意味での「英文を読む」という指導がおろそかにされてきたこと
にもその原因があるのではないかと考えます。そこで、本講座ではその「英文を読む」ということに関して、構文に焦点をあてながら、単文の理解
からパラグラフのトピックの読み取りまでを４日間、320分で分かり易く丁寧胃に指導いたします。



【数　学】

①　数Ⅲ総合 最終チェック　＜中堅～難関大＞

② 頻出ⅠＡⅡＢ 最終チェック（テスト＆ゼミ）　＜共通テスト・中堅～難関大＞

③　２次関数とその周辺 ～数学‘速習’シリーズ（１）～

④　三角比と平面図形 ～数学‘速習’シリーズ（２）～

⑤　場合の数と確率 ～数学‘速習’シリーズ（３）～

⑥　図形と方程式（「数と式」含む） ～数学‘速習’シリーズ（４）～

⑦　指数・対数関数と三角関数 ～数学‘速習’シリーズ（５）～

三角関数の加法定理・２倍角・半角公式・合成、指数不等式。対数不等式、常用対数などを扱います。
☆入試問題も取り入れました。教科書の復習から共通テストの基礎固めに最適です。

共通テスト対策をたくさんやるべき時期、数Ⅲを適度にまとめておくことでブランクを埋めることにつながります。基礎～応用で計算感覚や応用
知識を全体的にレベルキープすることが、他の数学の学習にも役立つことでしょう。
テキストは事前に配布します。演習問題は教科書レベルなので必ず予習しておきましょう！

前半８０分の演習問題は実戦的な問題形式です。適度なレベルの問題の中には、たまに少し難しめの確率・整数・漸化式・軌跡と領域などの問
題が含まれます。後半８０分は解説授業です。共通テスト利用者もの頻出問題を扱うのでオススメです。添削希望者は答案用紙を提出してくだ
さい。

無理式の計算、２変数関数、不等式、解の配置、絶対値の付いたグラフなどを扱います。
☆入試問題も取り入れました。教科書の復習から共通テストの基礎固めに最適です。

正弦定理、余弦定理、三角錐、方べきの定理などを扱います。※相加・相乗平均の関係含む
☆入試問題も取り入れました。教科書の復習から共通テストの基礎固めに最適です。

集合、トーナメント戦、最短経路、独立試行の確率、条件付き確率、余事象の確率などを扱います。
☆入試問題も取り入れました。教科書の復習から共通テストの基礎固めに最適です。

多項定理、複素数解、剰余定理、軌跡、２円の共通接線、２円の内接・外接などを扱います。
☆入試問題も取り入れました。教科書の復習から共通テストの基礎固めに最適です。



⑧　微分・積分 ～数学‘速習’シリーズ（６）～

⑨　ベクトル ～数学‘速習’シリーズ（７）～

⑩　数列 ～数学‘速習’シリーズ（８）～

【国　語】

①　基礎国語練成

②　難関大現代文

③　難関大古文

これまでに身につけてきた基本的な知識や読解技術をいかに活用していくかに焦点を当て、難度の高い文章と向き合い、それを正確に読み解
き、設問に対して的確に答えていく力を養います。

難関大入試の古文できちんと得点するために必要な知識と思考法に焦点を当て、入試本番で活用できる「考え方」の習得を目指します。

極限値・微分係数の定義、２変数関数（３次式バージョン）、３次関数が極値を持つ条件・極値が異符号となる条件、曲線が囲まれる面積、接線
問題などを扱います。
☆入試問題も取り入れました。教科書の復習から共通テストの基礎固めに最適です。

平面ベクトルと面﨑、位置ベクトルの動く範囲、単位ベクトル、空間ベクトル、球面の方程式などを扱います。
☆入試問題も取り入れました。教科書の復習から共通テストの基礎固めに最適です。

Σの計算、S-Sr法、部分分数分解、階差数列、数学的帰納法、２項間・３項間・Snを含む漸化式などを扱います。
☆入試問題も取り入れました。教科書の復習から共通テストの基礎固めに最適です。

現代文・古文ともに、読解に必要な知識や技能を確認しつつ、これまでに身につけた知識を読解の中でいかに活用していくかに焦点を当て、自
己流の読解からの脱却を目指します。


